
提言書 
 

「Ｈｅａｒｔ ｏｆ Ｔａｊｉｍｉ －たじみ市民討議会 2011」に関する提言書 

 

 

平成２３年６月１８日、１９日に開催されました「Ｈｅａｒｔ ｏｆ Ｔａｊｉｍｉ －

たじみ市民討議会 2011－」において、協議された意見を集約し、市民答申として多治見市

に提言いたします。 

  
大テーマ『 支えあうまちづくり ～高めようタジミストの絆～ 』 

 
討議テーマ１「地域で行う防災について考える」 
 
市民一人ひとりが防災に対する知識を充実させ、防災意識を高め地域防災に繋げていく

事が重要である為、市民が主体的に関与し、意思決定できる防災システムの整備を求め

ます。 

 
・個々の知識の充実及び意識を高める為に、学校教育における防災教育・訓練の強化を望

みます。 
・地域により細分化されたハザードマップの作成及び、防災情報の提供それに基づいた地

域特性に適した防災訓練の徹底を望みます。 
・住民同士の繋がりが重要である為、地域コミュニティー形成又は、活性化の機会の創出

を望みます。 
 
討議テーマ２「障がい者、高齢者等を地域で支えるためには？」 
 
障がい者・高齢者の方たち及びその家族が、孤立することなく安心して生活でき、自主

的に活動できるよう地域全体で支える基盤整備を求めます。 
 
・支援者の底上げを図る為に、ボランティア教育の充実及び、介護教育、資格取得の支援

強化を望みます。 
・やりがいを持って頂き、地域における繋がりを強める為にもシルバー人材が活躍できる

基盤整備を望みます。 
・障がい者、高齢者をコミュニティーの中心に置き、交流の機会を増やすと共に、地域や

まち全体で支える社会システム構築を望みます。 



 
討議テーマ３「安心して子育てを行える思いやりのあるまちにするためには？」 
 
安心して子育てを行える思いやりのあるまちにするために、孤立しない子育ての仕組み

作り、情報の提供、及び医療制度の充実を求めます。 
 
・子育て世代と子育て経験者が集い会えるような、子育て憩い広場（仮称）の増設を望み

ます。 
・地域コミュニティーの強化、同じ境遇の親御さんの相互支援の機会を創出する為にも子

供の会の整備及び推進を望みます。 
・緑を増やすなど憩いの場所、又は交流の場所として、児童館の活性化、遊歩道や公園の

整備などを望みます。 
・子育て支援のための医療費免除期間の延長を望みます。 
 
討議テーマ４「生活環境をよりよくするために、私達に何ができるのか？」 
 
生活環境をよりよくするために、個人や地域単位で出来る活動を実施します。また市民

と行政が一体となった政策を求めます。 
 
・日本一暑いまちというイメージをポジティブに捉え、官民一体となった日本一エコなま

ちづくりを求めます。 
・各交通機関との連携を取り、利便性を追求すると共に、自転車による移動を推進するな

ど自家用車に頼らない交通網の整備を望みます。 
・たじみのシンボル的な存在である場所に記念樹や桜を植えるなど、市民の意向を反映さ

せたり、記念樹の場所を提供するなど市民と行政の協働による緑化計画推進を望みます。 
 
 
 
 
 

平成２３年８月２５日 

                           社団法人多治見青年会議所         

理 事 長  大 村 浩 司 


